
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度春 

開校を目標に、大字 

長湫字東原地内にて 

約 26000 ㎡の面積 

で第三中学校の建設 

が進められています。現在は道路工事に続き造成

工事が進められ、平成 23 年度からいよいよ建築

工事が始まる予定です。平成 21 年 12 月に続き、

昨年 8 月、地元住民に対する説明会が長久手町建

設部・教育委員会・設計業者により開催され、意

見交換等を実施しました。特に、昨年 8 月の説明

会は、工事行程、工事に係わる平面図の説明、校

内の配置図説明とより具体的な内容でした。 

なお、第三中学校建設に伴い、草掛公園も中学

校西隣に移転することになります。 
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平成23年 1月 15日 

発   行 

地域コーナー 

北部連合会内では、11 月中に長一で 1 件、段ノ上で 4

件、上川原で 1件、泥棒の被害が発生しています。 

《おことわり》 

前号で広報の名前を募集しましたが、

応募された方がいませんでしたので、

「広報」の名前のままで発行させていた

だきます。 

（１） （４） 

防犯急報 

編集後記 

新しい連合会が発足して 2 年目。手探りの状態から 

少しずつ事業内容も充実してきました。その活動を少し 

でも多く広報の紙面を通して皆様にお伝えしたいと考えています

ので、温かく見守っていただければ有り難く思います。（広報担当） 

11 月 7 日（日）北小学校運動場において第 27 回北小

校区運動会が開かれました。青空のもと、出場する人

も応援する人も一生懸命でした!!  

 

11 月 24 日（水）、町職員、県会議員と

ともに愛知警察署に行き、多くの皆様に

ご協力いただいた署名用紙とともに要

望書を提出しました。 

 

 

ご挨拶 ――今年度の取り組みと来年度に向けて―― 

人と人とが係わり合い、地域での暮らし方をより良くしていくことをめざし、「広域防災訓練」

や「環境に優しい生活を考える集い」を長久手町と協働して開催することができました。 

また、ボランティア交流会を通じて、防災、防犯、環境美化活動のボランティアグループなど

の皆様と連携して、地域の安心や人々の支え合う関係をつくる一歩を踏み出すことができました。 

開発計画にともなう諸問題には、協定書の締結や事業者との協議、関係機関への陳情などに取

り組みました。 

来年度は、今年度の取り組みをより推進するために、ボランティアグループの皆様や子ども会、

シニアクラブ、PTA などの皆様と連携を図っていきたいと考えております。そして、地域の皆様

と楽しく交流する機会もたくさんつくっていきたいと思います。 

 

11 月 28 日（日）午前 10 時より、北小学校体育館において、連合会主催「環境に優しい生活を

考える会」を行いました。 

当日は、自治会員 45 名の参加があり、町環境課より下記の内容で話を聞きました。多くの質問

も出され、活気のある講習会となりました。参加された皆様、ご協力ありがとうございました。 

ごみをしっかり分別することがリサイクルにつながり、環境に優しいのだということを学び、こ

れからの生活の中で生かしていきたいと強く感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 

はじめに 

1．リサイクルに関するビデオ放映 

2．長久手町のごみの行方 

①ごみ・資源の分け方 

②ごみ・資源の行方 

③リサイクルされたものの紹介 

3．粗大ごみ・燃えないごみ有料化の話 

4．EXPOエコマネーポイントの話 

愛知警察より注意速報が出ました。 

1.要注意の家 

◎高い塀等に囲まれている家 

◎道路等から窓などの侵入口が見えない家 

◎アパート、マンション等の低層階や角部屋等 

2.自宅を泥棒（侵入盗）から守るために 

◎短時間の外出でも、必ず施錠をお願いします。 

長久手町内 泥棒発生件数（愛知警察署） 

22 年（１月～９月） 21 年（１月～９月） 

９２件 ４９件 

 

愛知県は、3年

連続泥棒発生件

数日本一!! 

皆様気をつけて

下さい。 

◎玄関、裏口、窓等は必ず二重ロックを。 

◎貴重品は、1階リビングや台所には置かないように 

◎貴重品の保管管理を今一度考えてください。 

以上です。皆様、安心安全な町づくりを推進致しましょう。 

画面を見ながら熱心に話を聞く参加者 

粗大ごみ・燃えないごみの排出方法 

（平成 23年 4月より） 

粗大ごみ：電話でお申し込みの上、1点につき 1枚「粗大ごみ

処理券」を貼ってお出しください。処理券は 1枚 800 円です。 

燃えないごみ：新たに作成する「燃えないごみ指定袋」に入れ

てこれまで同様指定の集積場所にお出し下さい。燃えないご

み指定袋は手提げ式でサイズによって10枚200円と10枚150

円の 2種類です。 

紙のリサイクル品 

エコマネーポイントをもらいました! 

平成 23 年 9 月、新草掛公園として利

用開始予定で、面積は 2000 ㎡です。 

地元住民の自由意見に基づきワーク

ショップにより立案されました。従来か

ら続いている盆踊りは平成 24 年の夏か

ら新しい公園での開催となります。 

加
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10 月 24日（日）午前 10時より北小学校多目的室において、連合会主催のボランティア交流会

を行いました。 

「段ノ上自治会防犯パトロール」 

「上川原自治会防犯パトロール」 

「下山地区防犯パトロール児童見守り隊」 

「長六自治会防犯パトロール」 

「丸山住宅ボランティア」「長一自治会」 

「下山防災クラブ」 

「香流川をきれいにする会」 

「長湫北老人クラブ」「上川原 WAKUWAKUクラブ」「下山わかばクラブ」「長六老人クラブ」の

代表 21名にご参加いただき、日頃の活動について意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

今年度の取り組み 特集 夏祭りアンケート 

 8月に実施いたしました夏祭りアンケートにつきまして、自治会員 2473名

の内 595名の方よりご回答をいただきました。自治会長はじめ、多くの皆様のご協力をいただき誠

にありがとうございました。アンケートの主な結果は以下の通りです。夏祭りが開催されたら参加

したい方が 70％以上を占め、準備委員メンバーに参加したいと回答された方が 59 名おられ、12

名の方がメンバーに応募されましたので、「夏祭り準備委員会」（仮称）を発足して、企画、予算化

の協議や運営について検討をしていきます。 

 

 

（３） 

ボランティアとして継続していくためには、「ボランティア登録し、自治会にも協力をお願いし

て活動することが必要」「モチベーションを維持するためには、連帯感が大切」など、長年続けて

こられた中での深いご意見が出されました。連合会として協力できるところは協力し、活動が広

がっていく一助になれれば、と考えています。 

 

各ボランティアのく

わしい活動内容は、今

後、ボランティア紹介

のコーナーで順次お知

らせしていきます。 

（2） 

 12 月 4 日（土）に理事会終了後、理事（自治会長）の方を対象に防災

講習会（DIG・ディグ）を開催しました。 

DIG とは住民参加による地域防災を習得するもので、地図上（エリア

地図）に河川、道路、公園、避難所、コンビニ、病院、ガソリンスタン

ド等を記入し、災害時にエリア内の役立つ情報を一目で確認するもので、

「出店」と回答された方が一番多く、4 割ありま

した。ショップ、金魚すくい、ビアガーデン、流し

そうめんなどの出店やボランティア活動の紹介コー

ナーなどのご提案もありました。2 番目に多かった

のが「盆踊り」で 3割でした。「私たちが幼いころ体

験した盆踊り。子どもにも体験させてやりたいとの

ご意見がありました。その他、コンサート、カラオ

ケ大会、音楽・ダンスの発表会、モリコロとの記念

撮影などご提案がありました。 

 

夏祭りが開催されたらあなたは行ってみたいですか？ 

 

どんな催しがあったらいいなと思いますか？（複数回答） 

 

「はい」と回答された方は 7 割になりました。「地域内で人のつな

がりがより必要になっているので、住民が参加し、交流できる良い機

会になる」とのご意見や、「孫が喜び、楽しみが増すので参加したい」

というお答えもありました。 

「いいえ」と回答された方の多くは高齢の方で「子どもがいないの

で」「興味がない」「高齢だから」との理由を述べておられました。子

どもから高齢者まで楽しめる企画内容を考えていきたいと思います。

また、「自治会や子供会の負担が多くなる」「治安が心配」など不安が

あることを理由にされた方もありましたので、今後夏祭り準備委員会

を発足し、その中で実施するための課題として検討していきたいと思

います。 

 

今回のアンケートで連合会の活動等につきましても多くのご意見をいた

だきましたので、今後の連合会の運営に生かしていきたいと思います。 

災害図上訓練といわれております。 

参加者は 3 グループに分かれ、北部自治会エリアの地図上に公園、避

難所、コンビニ、病院、ガソリンスタンド等を記入し、その後グループ

の代表が気付いた点などを発表しました。 

当エリアは住宅地域で災害に対し安全な街と思っていたが、コンビニ

が少ない（エリア内に 2店舗しかない）、病院は 7つあるが在宅医がいな

い、避難所は確認できたが避難経路は安全なのか等々様々な不安材料が

出てきました。今回北部自治会連合会エリアを対象に DIG（ディグ）を

開催しましたが、今後はもう少し狭いエリア（自治会単位等）で開催し

詳細な情報を確認することも必要であると感じた講習会でした。 

Disaster (災害) 

Imagination 

(想像力) 

Game (ゲーム) 

日本赤十字社 市橋氏 

グループごとに発表 

グループで話し合い 

夏祭り準備メンバー、まだまだ募集しています。この位だったら手伝

えるけど…という方、仲間に加わりませんか!! 

盆 踊 り

委 

出店 

ステージイベント 

フリーマーケット 

その他 

7名 

126名 

179名 

330名 

281名 

415名 

172 名 

 8名  


